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３）中国近代史の諸問題 共著 国書刊行会 １９８４年２月
４）元・日関係史の研究 教育出版センター １９８５年４月
５）地域研究中国地理 三恵社 ２００２年３月
６）地域研究中国歴史 三恵社 ２００２年３月
７）地域研究中国近現代史 三恵社 ２００２年３月
８）中国地理 三恵社 ２００３年３月
９）中国歴史 三恵社 ２００３年３月
１０）中華史研究述略 三恵社 ２００３年３月
１１）中国学研究備要（歴史原典・展開篇） 三恵社 ２００４年４月
１２）中国学研究備要（中国と周辺関係史篇） 三恵社 ２００４年４月
１３）歴史学概要 鉅鹿堂 ２００５年６月
１４）東洋史研究 鉅鹿堂 ２００５年６月
１５）東洋外交史概要 鉅鹿堂 ２００５年６月
１６）中国史述略 鉅鹿堂 ２００５年１０月
１７）明清 鉅鹿堂 ２００６年１月
１８）中華民国 鉅鹿堂 ２００６年２月
１９）中華人民共和国 鉅鹿堂 ２００６年２月
２０）中国地理の諸問題 鉅鹿堂 ２００６年４月
２１）漢語で中国史を読む 鉅鹿堂 ２００６年４月
２２）中国史学撰集 鉅鹿堂 ２００６年４月
２３）旧石器神話夏朝 鉅鹿堂 ２００６年５月
２４）商周春秋戦国 鉅鹿堂 ２００６年５月
２５）秦西漢 鉅鹿堂 ２００６年６月
２６）東漢三国 鉅鹿堂 ２００６年６月
２７）西晋東晋十六国南北朝 鉅鹿堂 ２００６年７月
２８）隋唐 鉅鹿堂 ２００６年７月
２９）五代北宋南宋 鉅鹿堂 ２００６年８月
３０）日本人諸々の中国観 鉅鹿堂 ２００６年８月
３１）遼夏金元 鉅鹿堂 ２００６年８月
３２）魏氏中国全史撰 鉅鹿堂 ２００６年９月
３３）中国国家地理 鉅鹿堂 ２００６年１０月
３４）中国歴史研究 鉅鹿堂 ２００６年１０月
３５）歴史学研究備要 鉅鹿堂 ２００７年３月
３６）地理学研究 鉅鹿堂 ２００７年３月
３７）中国歴史鑑源 鉅鹿堂 ２００７年３月
３８）中国史的演進 鉅鹿堂 ２００７年３月
―  ―
３９）歴史研考彙集 鉅鹿堂 ２００７年３月
４０）中華民族的発展 鉅鹿堂 ２００７年３月
４１）伝統医食導論 鉅鹿堂 ２００７年３月
４２）中国美食輯粋 鉅鹿堂 ２００７年３月
４３）中国史研究彙撰（上） 鉅鹿堂 ２００７年４月
４４）中国史研究彙撰（下） 鉅鹿堂 ２００７年４月
◇学術論文
１）十九世紀中葉における中国茶の発展（東洋史学教授会東京教育大学大学院）１９７５年
６月
２）十九世紀における中国茶についてその一－湖南茶－（東洋史学教授会東京教育大学
大学院）１９７６年６月
３）台湾の茶業について（東洋史学教授会東京教育大学大学院）１９７６年１２月
４）中国土地改革と地政学会の役割（国際関係論教授会東京大学大学院）１９７７年１０月
５）中国土地改革の背景と過程（国際関係論教授会東京大学大学院）１９７８年１０月
６）中華民国土地改革の思想基盤及びその実際（国際関係論教授会東京大学大学院）
１９７９年６月
７）台湾の土地改革（国際関係論教授会東京大学大学院）１９８０年１月
８）元・日・高麗三国関係史序論の考察（文学部情報社会教授会 東海大学大学院）
１９８１年３月
９）中国書籍の日本東伝（東アジア研究会） １９８２年６月
１０）元代中・日貿易商品の研究（東アジア研究会）１９８３年６月
１１）台湾“高砂族”の同化過程に関する一考察（「社会文化史学」２０号）１９８３年９月
１２）元・日関係史の研究（歴史・人類学系教授会筑波大学大学院）１９８４年１月
１３）日・宋関係（「世界歴史文化大事典」教育出版センター）１９８５年４月
１４）日・元関係（「世界歴史文化大事典」教育出版センター）１９８５年４月
１５）日・明関係（「世界歴史文化大事典」教育出版 センター）１９８５年４月
１６）東アジア交渉史研究における若干の問題について（「東洋」第２３巻第４号 第５号
第７号）１９８６年４月 １９８６年５月 １９８６年７月
１７）中国語を早道マスターする方法（「中西学園研究紀要」第２号）１９８７年６月
１８）台湾経済の課題（「世界の政治と経済」横浜市立大学市民講座４）１９８９年３月
１９）東アジア交流史諸問題の研究（「北京日・中関係史研討大会論文集」）１９８９年１０月
２０）お茶の文化－中国茶をめぐって（「名古屋外国語大学紀要」第４号）１９９１年７月
２１）易学象数と中国諺語数字の分析（「中国首届易学与応用国際研討大会論文集」）１９９３
年４月
２２）中華飲食文化（名古屋外国語大学研究叢書第３輯「中国語・中国語教育法の研究」名
外大中国語教育法研究会編）２０００年２月
―  ―
献 辞
魏榮吉教授は、２００７年９月２６日、満６５歳を迎えられ、２００８年３月３１日を以
て名古屋外国語大学を定年退職されることになりました。
魏教授は、１９６６年７月、国立中興大学法商学部公共行政学科を卒業、そ
の後来日され、１９７３年３月に東洋大学経済学部経済学科を卒業された後、
１９７７年３月に東京教育大学大学院文学研究科東洋史学専攻修士課程を修
了、文学修士の学位を取得、１９８０年３月に東京大学大学院社会学研究科国
際関係論専攻博士課程を中退された後、１９８４年３月、筑波大学より学術博
士の学位を取得されました。東海大学大学院文化研究科研究員、財団法人
応用教育研究所研究員、財団法人国際博愛協会研修員教育担当部長を経
て、１９８８年４月に、本、名古屋外国語大学外国語学部教授に就任なさいま
した。１９８８年は、本学開学の年であります。本学の開学から現在に至る中
国語学科２０年間の歴史は、魏教授の本学における教員生活そのものと重な
ります。特に１９８８年４月から１９８９年３月までは中国語学科長の要職にあ
り、初代学科長として本学科の基礎を固められました。その後本学科は、
飛躍的な発展を遂げ、多くの優秀な人材を世に送り出し、東海地区唯一の
外国語大学の中国語学科として高い評価を受けるまでになりました。北京
外国語大学における夏季セミナ （ー初めての引率教員が魏教授でした）、北
京外国語大学からの招聘教員受け入れ、多くの学生の中国留学等を初めと
する中国の各大学との国際交流は、すでに確たるものとなりました。また、
毎年、多くの学生が各種全国規模の弁論大会において高い評価を受けてお
ります。
魏教授は、本学にあっては、中国地域研究地理・歴史、中国文化研究、
東洋史、東洋外交史、中国語等の授業を担当されてきました。中国地理・
歴史の授業にあっても学生の語学力の向上をめざし、中国語文献を使用
し、音読指導も行ってくださいました。
―  ―
本学は魏教授の御貢献に対し、名誉教授の称号を贈らせていただくこと
にしました。これを記念し、本学部紀要第３５号を魏榮吉名誉教授記念号と
し、魏教授の御写真を飾り、年譜と著作目録を掲げ、魏教授を顕彰いたし
たいと存じます。魏教授の今後の御健康と御幸せをお祈りいたします。
２００８年３月３１日
外国語学部 准教授
船越達志
―  ―
